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１．研究計画の概要 
幼稚園教育において幼児期にふさわしい生
活が保障されるための、「遊び」を通した「学
び」の過程をとらえた教育課程および指導計
画のありかたを探ることを目的とする。具体
的には以下の３点について明らかにする。第
一に、幼稚園教育におけるカリキュラム・指
導計画について、保育現場がかかえる諸問題
を、保育施設の変化という視点、保育者によ
るカリキュラム・指導計画の理解に見られる
問題（特に発達観、保育観、幼児観）から明
らかにする。第二に、真の「遊び」を通した
「学び」の過程をとらえた計画、保育現場で
保育者の発達理解に支えられ、保育実感と結
びついた計画のあり方を提示する。第三に、
保育者の専門性向上について、保育者の成長
過程と現職研修のあり方、保育者養成のあり
方の二つの方向からアプローチをする。 
 
２．研究の進捗状況 
研究課題に対し、①保育者のカリキュラム理
解に関する研究、②幼児期の発達と「遊び」
の中の「学び」に関する研究、③保育者の専
門性向上のための教育のあり方に関する研
究、を中心として研究を継続、推進した。①
については、秋田県内全幼稚園の保育者を対
象とする調査により，保育者のカリキュラム
理解の実情と課題を明らかにした。そこで明
らかになった課題に対し，保育者の幼児理解，
「遊び」理解を目的とする保育カンファレン
スのあり方やエピソード記述による保育記
録のあり方を実践者の取り組みを通して検
討した。②の研究では、研究者２名がそれぞ
れに３年保育児の保育場面の縦断的観察・記
録を実施し、３年課程の幼児の発達過程を、

遊びを中心とする生活の中での「学び」の観
点で分析している。これらの研究は大学附属
幼稚園との連携で推進し、幼稚園における園
内研修会ならびに公開研究会において成果
を提供したほか、外部講師と共にパネルディ
スカッションによる研究会を実施し、その記
録を研究誌にて公表した。③では、前年度に
引き続き保育者のカリキュラム理解の基盤
を明らかにするために、遊びを中心とする保
育を理解し保育実践を重ねてきたと考えら
れるベテラン保育者の意識の分析を聞き取
りによってとらえた。保育者のカリキュラム
理解と、「遊び」理解がどのような要因によ
って実現されるのかを明らかにすることを
目的とし、保育者の保育に対する意識の背景
を探り、保育の課題を意識化するために必要
な、保育者のライフステージに即した課題を
明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
 研究計画記載の研究を継続中であり，長期
間の継続を要するものをのぞいて研究成果
の発表，保育現場への提供を行っている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
記録の分析および，幼稚園のカリキュラム

分析を推進する。 
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